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内容の要旨および審査の結果の要旨
MRI用網内系造影剤であるフェライト粒子が転移性肝癌や肝細胞癌の検出能を向上させることが報告
されているが，本邦においては，肝細胞癌の検出のみならず，肝硬変に伴った種々の肝細胞性結節性病変，
特に腺腫様過形成との鑑別が臨床上重要な問題である。本研究では，ラットに作製した肝細胞癌（HCC）
25結節および過形成結節（ＨＮ）１４結節を対象とし，1.5テスラ超伝導MRI装置にて，ＳＥ500／20,ＳＥ800
／20,ＳＥ800／40,ＳＥ2500／25,ＳＥ2500／80の５つのシークエンスを用い，肝細胞性結節性病変の存在
診断ならびに質的診断におけるフェライト粒子の有用性について検討した。
得られた成績は以下の如く要約される。
１．Prussianblue染色において，静脈内投与されたフェライト粒子はHCC内には全く認められなかっ
たのに対して，ＨＮ内には周囲肝組織と同等かやや少ない程度のフェライト粒子が主としてKupffer細
胞内に認められた。
２．フェライト粒子投与により，HCCの検出能はSE500／20,ＳＥ800／20において周囲肝組織の信号強度
低下のために著明に改善したが，ＨＮの検出能はSE2500／25,ＳＥ2500／80においてＨＮ自体の信号強度
低下のためにかえって低下した。
３．フェライト粒子は，ＨＮの信号強度を低下させるのに対して，HOCの信号強度には影響を及ぼさず，
両者の鑑別には非常に有用であった。ＳＥ2500／80において，５０％のHNがフェライト粒子投与後には等
信号化し検出不能となり，これは両者の鑑別の際の有用な徴候と考えられた。
４．Ｓ／Ｎ，Ｃ／N，post／ｐｒｅＳＩＲによる定量的な検討を加えることにより，両者の鑑別精度は更に向
上し，８６％のHNが鑑別可能となった。フェライト粒子は主にＴ２時間を短縮させるため，ＳＥ2500／８０
といったＴ２強調画像の有用性が高かった。
以上，フェライト粒子はHCCの検出能を向上させ，さらにHOCとＨＮの鑑別能をも向上させるものであ
ることが明らかとなった。人体においても，フェライト粒子による腫瘍の信号低下を定性的および定量的
に評価することにより肝硬変に伴う肝細胞性結節性病変の悪性度を推定できる可能性があると考えられた。
本研究は，新しく開発されたMRI用の網内系造影剤であるフェライト粒子を用いて，我国に発生頻度
の高い悪性腫瘍である肝細胞癌の早期発見と鑑別診断に関して有用な知見を提供した価値ある研究と評価
された。
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